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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 
昨年度までに得た結果から、栄養源などに応答した根の伸長を制御する根端分裂組織での細胞増殖に、オーキシンによ

る CDKB2 タンパク質の安定性制御が関与する可能性が示唆された。そこでレポーターラインを用いて根における

CDKB2 の領域特異的な発現様式を解析したところ、CDKB2 タンパク質は分裂領域でのみ発現して伸長領域では全く発現し

ないのに対し、CDKB2 遺伝子は分裂領域だけでなくそれより基部側の伸長領域の一部でも発現していることを見出した。これ

らの結果から、CDKB2 タンパク質が伸長領域よりも基部側では蓄積しないよう特異的に制御する機構が存在し、さらにこの機

構が分裂サイクルからエンドサイクルへの移行の誘導に関与する可能性が考えられる。さらに、MG132 処理によっても伸長領

域での CDKB2 タンパク質の蓄積が確認できなかったことから、CDKB2 の蓄積はユビキチン-プロテアソーム系による分解制御

のみではなく、別のタンパク質レベルの制御機構によっても制御を受けている可能性が考えられた。その制御機構の一つとし

てタンパク質の安定化が考えられるが、CDKB2 タンパク質は SUMO E3 リガーゼである HIGH PLOIDY2 (HPY2)によって

SUMO 化されることで安定化制御を受ける可能性が示唆されている。そこで、HPY2 を伸長領域で異所的に発現させる形質転

換植物体を作出した。今後、この形質転換体における CDKB2 の発現様式および根の発達に及ぼす影響を詳しく観察していく

予定である。 
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